
1 

 

令和元年度 経済環境委員会 行政視察報告書 

 

１．視察日程 令和元年７月８日（月）～７月１０日（水） 

 

２．視察先及び視察内容 

 (1) 北海道紋別市役所（スポーツツーリズムの取り組みについて） 

(2) 北海道北見市役所（       同    上       ） 

(3) 北海道網走市役所（      同    上      ） 

 

３．参加者 

委 員 長  神野 義孝  

副委員長  杉山  護  

委  員  勝亦  功   菅沼 芳德    芹沢 修治  

      辻川 公子  

事 務 局  藤曲 幸子（議会事務局主任） 

 

４．視察先対応者 

   (1)  北海道紋別市役所  

議会事務局・次長        細川 貴志  

教育委員会・教育部長      山﨑 義一  

     教育委員会・スポーツ振興課課長 田島 慎二  

   (2)  北海道北見市 

     市議会副議長               飯田 修司  

    議会事務局 議事課 議事調査係       山口 高子  

    教育委員会・社会教育部 スポーツ課 係長  細川 敏明  

   教育委員会・社会教育部 スポーツ課 事業係 斉藤 正和  

   ＮＰＯ法人 北見市武道振興協会 理事長   佐藤 壽春  

(3) 北海道網走市 

    市議会議長                井戸 達也  

    議会事務局 次長             細川 英司  

    教育委員会・社会教育部 次長       岩本 博隆  
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５．視察内容 

■紋別市議会『スポーツツーリズムの取り組みについて』 

令和元年７月８日（月） １４：００～１５：３０ 於：紋別市役所 

≪視察研修の目的≫ 

 

≪視察先の概要≫ 

 

 

 

 

 

≪視察内容≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツツーリズムの先進的な取り組みを学び、当市の振興策の参考とする。 

◆スポーツツーリズムの位置付け 

・現市長が、平成１７年にスポーツ合宿等を誘致、オホーツク観光の推進、都市間 

交流の促進、紋別情報の発信等を含む６つのプロジェクトを立ち上げた。 

◆スポーツ合宿 

・陸上競技長距離、ハンドボール、バスケット、ラグビー、野球、ボクシング等 

・合宿助成（３０年度）：合宿団体補助金２６団体約２,１００万円、ﾚﾝﾀｶｰ・ﾊﾞｽ賃 

借料約５２０万円、個人：宿泊一般１人１泊２,０００円、航空運賃１人往復   

２万円 

◆スポーツ合宿の経済効果（平成２９年度実績） 

・補助額２,０１９万円、ﾚﾝﾀｶｰ・ﾊﾞｽ賃借料：５２４．４万円 

・経済効果約１億６００万円 

・その他、飲食等目に見えないものが５倍程度 

◆推進組織 

・紋別市スポーツ合宿連絡協議会（事業運営、連携等）、運営主体は、体育協会 

・市がｽﾎﾟｰﾂﾂｰﾘｽﾞﾑの推進主体（教育委員会ｽﾎﾟｰﾂ推進課） 

・紋別市は、オホーツク海に面し、海岸線が伸び、山あり川ありでロケーション 

がよい。 

・面積は８３１㎢、人口２１,７５０人(R1.6.30 現在) 

・冷涼な気候で、夏の最高気温は２５℃ 

・オホーツク紋別空港があり、紋別～羽田間 1時間４５分。 

・夏期は花観光や釣りクルーズ体験など、冬期は流氷観光などオホーツクの自然 

を利用した観光に力を注いでいる。 
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≪考察≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆施設 

・市ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ、健康ﾌﾟｰﾙｽﾃｱ、市営陸上競技場、ｵﾎｰﾂｸ流氷公園ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｺｰｽ（芝・ 

2,700ｍ）、管理は指定管理 

◆誘致活動 

・平成 17 年、交流拡大ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの実施項目に入ったことをきっかけに誘致に注力、 

当初は陸上競技長距離部門をターゲット 

・団体の現地での準備関係のﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ窓口化（ホテル、市内移動手段、航空券） 

◆近隣市町との連携 

・完全に連携を図れている自治体はない。 

◆その他 

・市内を走るアスリート達の姿が夏の風物詩となり、街の活性化につながっている。 

・合宿団体による実技教室（走り方教室等）を実施 

・ｱｲｼﾝｸﾞの氷の手配、海産物等食事が良い。 

・交通量・信号が少なくﾛｰﾄﾞﾚｰｽの一定程度の距離を確保できる。（市内郊外に４コ 

ース） 

・市による合宿ｽｹｼﾞｭｰﾙ表の作成、合宿推移等の整備 

◆強いリーダーシップ 

・市長の強いリーダーシップのもと、行政が本気で取り組んでいる。 

◆誘致する重点合宿種目の明確化 

・紋別市は、冷涼な気候と交通量・信号が少なくﾛｰﾄﾞﾚｰｽの一定程度の距離を確保で 

きる陸上長距離、合宿の実績があるハンドボールなどを重点としている。御殿場 

市は、高い標高を生かした陸上長距離、恵まれた自然を生かした乗馬、盛んな土 

地柄を生かしたサッカー・空手を重点にスポーツ合宿を推進したい。 
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■北見市議会『スポーツツーリズムの取り組みについて』 

令和元年７月９日（火） １３：３０～１６：００ 於：北見市役所、東稜公園 

≪視察研修の目的≫ 

 

 

≪視察先の概要≫ 

 

 

 

 

 

≪視察内容≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツツーリズムの先進的な取り組みを学び、当市の振興策の参考とする。 

◆スポーツツーリズムの位置付け 

・昭和６０年、明治大学ラグビー部の合宿がきっかけとなり、当時の市長が「北の 

菅平」を目指すと公言 

・市地方創生総合戦略の主要事業に位置付け、行政が本気で取り組んでいる。 

◆スポーツ合宿 

・数多くの体育施設を有効活用 

・長年担当してきたキーパーソンの存在 

・平成３０年度受入実績：１４種目、１９７チーム、４,１２５人 

・移動支援、利用料金補助、氷、栄養補給費、トレーニング機器用意 

・助成：社会人１人２,０００円 

・食、温泉、気候、景観等副次的要素の充実 

◆スポーツ合宿の経済効果（平成２９年度実績） 

・合宿事業費３,０５０万円 

・経済効果約６億８,８７２万円(利用する体育施設維持管理費を含む)費用対効果 

２０６％） 

・オホーツク海から大雪山まで東西に約１１０㎞の豊かな自然環境があり、面積 

は、１４２７㎢ 

・高い日照率、夜も涼しい冷涼な気候 

・人口は、１１７,０３８人（R1.6.30 現在) 

・交通インフラは、・羽田～女満別空港 1時間４５分、空港～市内 車で４０分 

・観光は、四季を通じて様々なイベントが開催される。 
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≪考察≫ 

 

 

 

 

◆推進組織 

・スポーツ合宿実行委員会が合宿の計画、運営、諸団体との連絡調整を実施 

・合宿関係職員１８名、窓口は、スポーツ課事業係（宿泊の斡旋はないが、旅館組 

合と連携） 

◆施設 

・大型施設整備（スケートリンク、武道館、カーリングホール、温水プール等） 

・東稜公園（３道場、弓道場、多目的道場、研修室、トレーニングルーム等）Ｈ25、 

約１２億円 

・ラグビー場（芝生）１１、サッカー場９、体育館１６、陸上競技場２、野球場 

１３、テニスコート３３（面数）、カーリング場１（通年６シート）、武道場３ 

・東稜公園・施設は指定管理（芝は直営管理） 

◆誘致活動 

・栄養補給費と貸切バスの半額補助等、従来のチームへの継続要請（フォローアッ 

プ） 

・合宿の里として３４年間の蓄積と人のつながりを重視 

・食や生活環境など練習環境の良さをＰＲ 

◆近隣市町との連携 

・網走市とﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ、ﾗｸﾞﾋﾞｰ受入れの情報交換 

◆その他 

・合宿パンフレット・スポーツ合宿事業計画の作成 

・市スポーツ合宿実行委員会（市内在住スポーツ団体関係者等）市長以下２５名 

・１チームの同一会場の貸し切り（負担の軽減） 

・多種目通年化の取り組み 

・来られなくなったチーム、新たなチームへのアプローチ 

・合宿チームへの口頭、メール等でのヒアリング調査 

・ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ選手等が子ども達のための教室を開催 

◆強いリーダーシップ 

・市長が「北の菅平」を目指すと公言し、市地方創生総合戦力の主要事業に位置付 

けられ、行政が本気で取り組んでいる。 

◆全ての合宿事業関係者と連携 

・スポーツ合宿実行委員会が合宿の計画、運営、諸団体との連絡調整を実施 

◆近隣市町との密接な連携 

・定期的な情報交換により、試合・レフェリー等の連携ができる。 
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■網走市議会『スポーツツーリズムの取り組みについて』 

令和元年７月１０日（水） ９：３０～１１：００ 於：網走ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ 

≪視察研修の目的≫ 

 

 

≪視察先の概要≫ 

 

 

 

 

 

≪視察内容≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツツーリズムの先進的な取り組みを学び、当市の振興策の参考とする。 

◆スポーツツーリズムの位置付け 

・恵まれた自然環境と食を生かし、スポーツによるまちづくりを推進 

・ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸのﾎｽﾄﾀｳﾝ 

・市長が明るいイメージ作りのためｽﾎﾟｰﾂ合宿を推進 

◆スポーツ合宿 

・長年担当のｷｰﾊﾟｰｿﾝの存在（社会教育部次長 岩本博隆さん） 

・合宿（平成３０年度）：８競技、６２団体（ラグビー１１、陸上競技４５）、 

 １,８２８人、延べ１５,０７６泊 

・航空券・宿泊・レンタカーの斡旋・仲介、空港～ホテル、ホテル～練習会場送迎 

・練習会場使用料の免除、地場産品の差し入れ 

・イベント：ﾎｸﾚﾝﾃﾞｨｽﾀﾝｽﾁｬﾚﾝｼﾞ大会、関東学生網走夏季記録挑戦競技会、ｵﾎｰﾂｸﾗ 

ｸﾞﾋﾞｰﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ等 

◆スポーツ合宿の経済効果（平成３０年度実績） 

・年度予算（市補助金）：９５０万円 

・経済効果約５億６,３５６．７万円 

 

・オホーツク海に面し、湖沼と丘陵が多い。面積は、４７１㎢、網走国定公園が 

あり、流氷観光が有名 

・夏は晴れの日が多い。冷涼な気候で８月平均気温１８．４℃（H29～30） 

・人口は、３５,２３０人（R1.4.30) 

・羽田～女満別空港 1時間４５分、女満別空港～市内 車で３０分 
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≪考察≫ 

 

 

 

 

◆推進組織 

・社会教育部スポーツ課 

◆施設 

・網走ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ（平成２年開設）、事業費３６億円、用地面積３８．７ha 

・管理は指定管理年間１,５００万円(芝生管理は別途委託）１４ｈａで約４,２００ 

万円） 

・市総合体育館、市陸上競技場、市民健康プール・西地域プール、ランニングコー 

ス、市営野球場 

◆誘致活動 

・各種大会に出向き、主要チームに合宿誘致活動 

・国内の主要な大会における市長、教育長を交えた合宿誘致活動 

◆近隣市町との連携 

・北見市など２市２町とラグビーのレフェリーの調整等良好な関係 

◆その他 

・強化のための要望の受入れ 

・民間事業者との連携はないが、要望を伝達 

・宿、練習場がラグビー国内トップトームに支持（14/16 ﾁｰﾑ）、日本・ﾌｨｼﾞｰﾁｰﾑの 

ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ事前合宿 

・連絡会として勉強会で情報交換 

・指定管理でできない機微な要望対応、合宿実績の整備（時期、宿泊先等） 

・有名なｱｽﾘｰﾄによる講習会を小中高等学校で開催 

 

◆強いリーダーシップ 

・市長が明るいイメージ作りのためｽﾎﾟｰﾂ合宿を推進 

◆誘致する重点合宿種目の明確化 

・ラグビー国内トップトームに支持（14/16 ﾁｰﾑ）、日本・ﾌｨｼﾞｰﾁｰﾑのﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ事前 

合宿（良好なグランド環境：芝生管理は委託１４ｈａで約４,２００万円） 

・陸上長距離：関東学生網走夏季記録挑戦競技会 

◆キーパーソンの育成 

・毎年継続して誘致できるように、担当職員は専門職として充分な年数をかけて育 

成し、関係団体との良好な人間関係を構築させる。 

◆行政主導 

・関係業界との連携強化、特に宿泊施設に対しては、食事や選手の休養や洗濯等の 

生活環境に配慮するよう指導を強化 

・各チーム毎に合宿スケジュール管理を徹底し、練習会場やスペースを管理 

・誘致活動は市が実施すると信頼感等から効果が大きい。 


